
　
未
曽
有
の
大
災
害
で
あ
る
東

日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
想
像
を
絶
す
る
震
災
の
傷

跡
の
中
、
ふ
る
さ
と
の
再
生
に

立
ち
上
が
る
人
々
の
姿
に
多
く

を
学
び
、
わ
が
市
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、

景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
空
前

の
円
高
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続

き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
衆
参
ね
じ
れ
国
会
を
背

景
に
、
一
括
交
付
金
化
な
ど
の

地
域
主
権
改
革
や
子
ど
も
手
当

な
ど
の
各
種
制
度
の
見
直
し
な

ど
、
地
方
に
関
連
し
た
課
題
も

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
十
分
踏

ま
え
な
が
ら
、
将
来
都
市
像
の

実
現
に
向
け
、
あ
き
る
野
市
の

地
域
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
郷
土
の
恵
み
の
森
構
想
の

下
、
地
域
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
、
様
々
な
取
組
が
進
め
ら

れ
、
貴
重
な
自
然
資
源
や
生
態

系
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
絶

滅
危
惧
種
、
希
少
動
物
、
そ
れ

ら
が
棲
む
良
好
な
環
境
を
将
来

に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
現
代
に

生
き
る
我
々
の
責
任
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
郷
土
の
恵
み

の
森
構
想
の
精
神
を
基
に
、
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
に

向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
閉
校
を
迎
え
る
小
宮

小
学
校
に
自
然
体
験
学
校
を
開

校
し
、
森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

や
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

森
の
多
面
的
な
機
能
や
そ
の
重

要
性
、
郷
土
の
歴
史
、
文
化
な

ど
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
次

代
を
担
う
人
材
を
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
里
山
へ
の
回
帰
に

よ
る
森
づ
く
り
を
実
践
す
る
試

み
と
し
て
、
産
・
学
・
官
連
携

の
取
組
な
ど
、
地
域
や
様
々
な

主
体
と
連
携
し
た
取
組
を
さ
ら

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
規
模
の
課
題
で
あ
る
地

球
温
暖
化
防
止
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
活
動
に
よ
り
発
生
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

に
向
け
た
、
第
三
次
の
実
行
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
市

民
・
事
業
者
の
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
む
、
全
市
域
を
対
象
と

す
る
地
域
計
画
を
策
定
し
、
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
こ
れ
ま

で
の
防
災
対
策
の
あ
り
方
を
根

底
か
ら
揺
る
が
す
も
の
で
あ

り
、
快
適
で
安
全
と
思
わ
れ
て

い
た
都
市
環
境
の
脆
さ
を
露
呈

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大

震
災
の
教
訓
、
国
や
東
京
都
の

計
画
の
改
定
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
域
防
災
計
画
を
再
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
各
地
域
で
は
、
東
日
本

大
震
災
以
前
か
ら
、
「
自
助
」

「
共
助
」
の
精
神
の
下
、
防

災
・
安
心
地
域
委
員
会
を
中
心

と
し
た
地
域
主
導
の
防
災
活
動

が
展
開
さ
れ
、
す
で
に
、
１
０

０
人
を
超
え
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
総

勢
３
０
０
人
を
目
標
に
、
さ
ら

に
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
避
難
所
な
ど
各
地
区
の
防
災

拠
点
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
診

断
の
結
果
に
基
づ
き
、
早
期
完

了
に
向
け
て
取
り
組
み
、
特

に
、
耐
震
化
完
了
後
の
旧
秋
川

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

二
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

防
災
備
品
の
備
蓄
庫
な
ど
に
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

の
重
要
性
に
鑑
み
、
防
災
行
政

無
線
機
能
を
補
完
す
る
自
動
応

答
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
加
え
、
町

内
会
・
自
治
会
ご
と
に
、
防
災

行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
を
配

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
す
で

に
、
防
災
・
安
心
地
域
委
員

会
、
町
内
会
・
自
治
会
に
は
無

線
機
が
配
備
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
市
と
地
域
の

情
報
網
の
さ
ら
な
る
強
化
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
中
学
校
と
教
育

委
員
会
に
は
、
災
害
時
の
通
信

手
段
と
し
て
有
効
な
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を

配
備
し
、
市
と
各
学
校
間
の
情

報
網
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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総合防災訓練

世帯と人口

―平成24年３月1日現在―

世帯 33,637世帯

人口 82,034人
（前月比 19人減）

男　 41,037人

女　 40,997人

○市役所

　●不動産取引相談…６日㈮

　●税務相談…９日㈪

　●法律相談…10日㈫・24日㈫

　●交通事故相談…11日㈬

　●登記相談…20日㈮

　●人権身の上相談…27日㈮

○五日市出張所

　●法律相談…５日㈭

　●行政相談…25日㈬

○時間　午後１時30分～４時30分

○予約　法律相談は、相談日の７日前の

　午前８時30分から電話で受け付けます。

　その他の相談は、随時受け付けます。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係�

　（直通５５８－１２１６）

す

も
ろ


